
建築のかたちを読み解き 
現場環境と課題から最善の建築を探る

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展 

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。 

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。
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建築はなぜこのかたちになったのか 
成立の過程をたどり新たな視点を得る

　権藤先生は、建築を完成形として眺めるの
ではなく、「なぜその形になったのか」をたど
ることに面白さを感じるという。「建築の形
や構成は、見た目の印象や装飾として与えら
れるものではありません。どのような条件や
課題に向き合った結果として選ばれたのか、
その理由の積み重ねによって生まれるものだ
と考えています」。
　こうした考え方のもと、権藤研究室では、
建築を意匠や形態として評価するのではなく、
その背景にある条件や成立過程を読み解くこ
とを重視している。特徴的で美しいと感じら
れる建築についても、その背景を丁寧にたど
っていくと、現場環境や技術的制約、施工方
法など、当時の課題に即した合理的な判断が
積み重ねられていることが見えてくる。
　建築のつくり方は、環境や制約によって大
きく異なる。地域に根差した工務店には、そ
の数だけ異なる工夫や判断があり、そこに建
築の面白さがある。なかでも、今では見るこ
とのできない独特の建築方法に触れる機会が
生まれるのが、解体の現場だ。特徴的な建築
が解体されると聞けば現場に足を運び、使わ
れていた素材や構成、使われ方を一つひとつ
確かめていく。実際に現場を確認することで、
聞いていた説明や通説と異なる点が見えてく
る。そうした違いを手がかりに、建築の成立
過程を捉え直す中で、「こういう理由だった
のか」と理解が深まることも多いという。
　こうした調査を通じて、情報をそのまま受
け取るのではなく、「本当にそうなのか」「な
ぜそうなったのか」を自分の目で確かめる姿
勢が育まれていく。その積み重ねから、新た
な視点や問いが生まれる点も、この研究室の
特徴だ。現場環境や課題に即して導き出され
た建築のかたちは、時代や条件が変わっても
応用可能な知見として蓄積されていく。
　「建築を形や意匠として消費するのではな
く、成立の背景まで読み解くことで、次に生
かせる判断の軸が見えてきます」と、権藤先
生は「次につながる建築」の視点を示す。

１｜東大と言えばの安田講堂（2026年2月改修中）
２｜�【複雑形状の作成風景】　膜テンセグリティ
３｜【複雑形状の作成風景】　合板曲げ
４｜スタバが併設されている、先生の研究室がある工学部第11号館
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専門分野｜建築構法、建築生産
研究テーマ｜社会や技術の変化に応じて、建築のつくり方が
どのように変化してきたのかを明らかにし、将来の建築生産
のあり方を探究する。
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「コツコツがコツ」。すぐに結果が出なくても、考え続け、手を動かし続けることが大切
だと考えています。知識は与えられるものではなく、自ら動き、主体的に獲得していく
ものです。自分が面白いと思ったことに貪欲に向き合い、深く掘り下げてほしい。

「Soup Stock Tokyo」の創業者である実業家の遠山正道氏が語る「社的私欲」という言
葉の通り、私欲で突き詰めた先にこそ、思いがけない発見や価値が生まれ、結果として
社会につながる研究になると考えています。

指導方針　主体的に学び、考え抜く力を身につける

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2026年2月の取材当時のものです
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１
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く
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く
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意
匠
的
な
魅
力
と
技
術
的
合
理
性
を

両
立
し
、
挑
戦
的
な
建
築
を
目
指
し
た
い

　デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
自
由
曲
面
の
設
計
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
画
面
上
で
は
自
由
に
形
を

描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
実
際
に
は
素
材
や

施
工
と
い
っ
た
制
約
が
必
ず
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
実
装
の
側
面
を

学
び
た
く
、
権
藤
研
究
室
に
進
み
ま
し
た
。

　研
究
室
で
は
、
工
務
店
や
建
築
メ
ー
カ
ー
へ

の
見
学
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
建
築
が
設

計
と
施
工
に
分
断
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
双

方
が
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
、
設
計
者
か
施
工
者
の
ど
ち
ら

か
一
方
が
考
え
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
影
響

し
合
い
建
築
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
過
程
を
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　将
来
の
目
標
と
し
て
は
、
意
匠
的
な
魅
力
と

技
術
的
合
理
性
が
両
立
し
た
、
挑
戦
的
な
建
築

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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身

趣
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：
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る
こ
と
。
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将
来
の
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会
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も
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応
で
き
る
持
続

可
能
な
建
築
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い

　設
計
事
務
所
に
就
職
し
、
個
々
の
建
築
に
向

き
合
う
中
で
、
建
築
を
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か

ら
捉
え
、
理
論
と
実
例
の
両
面
か
ら
学
び
た
い

と
考
え
、
構
法
史
・
生
産
史
研
究
の
系
譜
に
連

な
る
権
藤
研
究
室
に
進
み
ま
し
た
。

　先
生
か
ら
は
、
研
究
の
進
め
方
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
人
と
し
て
の
仕
事
の
進
め
方
も
学
ば
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
目
的
を
明
確
に
し
、
役
割

を
判
断
し
な
が
ら
効
率
的
に
進
め
て
い
く
先
生

の
姿
勢
は
、
大
き
な
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
非
木
造
建
築
物
を
対
象
に
、
躯
体

の
解
体
と
再
構
築
に
よ
る
可
変
性
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
。
耐
震
補
強
な
ど
、
新
築
時
の

想
定
を
超
え
た
要
求
に
応
え
て
き
た
建
築
事
例

を
類
型
化
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
社
会

変
化
に
も
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
建
築
の
あ

り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

設
計
図
面
で
は
見
え
な
い
建
築
に
関
わ
る

人
や
プ
ロ
セ
ス
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い

　学
部
時
代
に
構
法
や
施
工
の
授
業
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
建
築
の
過
程
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
権
藤
研
究
室
で
は
、

外
部
の
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
実
際
の
も
の
づ

く
り
を
通
し
て
、
授
業
だ
け
で
は
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
建
築
生
産
の
現
実
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
図
面
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
、

人
や
工
程
の
関
わ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
学
び
で
し
た
。

　現
在
は
、
地
鎮
祭
や
上
棟
式
と
い
っ
た
建
築

儀
礼
を
対
象
に
、
建
築
生
産
に
関
わ
る
人
々
の

意
識
や
関
係
性
を
研
究
し
、
そ
れ
が
建
築
過
程

の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
ど
ん
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　卒
業
後
は
ゼ
ネ
コ
ン
に
就
職
し
、
経
験
を
積

み
な
が
ら
、
建
築
に
関
わ
る
人
や
プ
ロ
セ
ス
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

曲面形状の研究
デジタルデザインの発達により曲面建築の設計は容易になりました
が、施工は技能に依存し、手間や費用が課題となっています。研究
室では、狙った形状へ変形する施工法の開発に取り組み、膜構造や
格子状パネル、合板などを用いた試作を継続して行っています。多
様な素材を「曲げる技術」の検証を通じ、合理的な曲面施工の可能
性を探っています。

3

解体に関する研究
資源循環の必要性が高まる中、解体で発生する資材をリユースする
動きが海外を中心に広がっています。解体材の再利用について、企
業と共同で事例調査を行い、損傷材の補修に3Dスキャンや3Dプリ
ントを活用する方法を検討するほか、解体・組立を繰り返せる構法
や、解体しやすい建築デザインについても研究しています。

１

構法・生産の実態・歴史
社会の変化に伴い、建築のつくり方がどのように変化
してきたのかをテーマに、住宅生産や建築生産の調査
を行っています。国内外の地域を対象に、木造建築の
生産背景や技術の違いを比較し、技術者への聞き取り
や資料調査を通じて、施工技術や構法の変遷を歴史的
に整理しています。いくつかは書籍化し、現在は高層
ビル施工技術の変遷史をまとめています。

２

最近の
研究
テーマ

変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
自
分
な
り
の

建
築
と
の
関
わ
り
方
を
見
つ
け
て
い
き
た
い

　学
部
時
代
の
権
藤
先
生
の
授
業
を
通
し
て
、

座
学
の
知
識
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
、
設
計

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
施
工
や
生
産
の
プ
ロ
セ
ス

ま
で
含
め
て
建
築
を
捉
え
る
視
点
に
惹
か
れ
、

研
究
室
を
志
望
し
ま
し
た
。

　先
生
か
ら
は
、
複
数
の
視
点
に
立
っ
て
物
事

を
捉
え
直
す
こ
と
で
、「
本
当
に
そ
う
な
の
か
」

と
俯
瞰
し
て
考
え
る
姿
勢
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　現
在
は
、
鳥
羽
市
島
嶼
部
に
残
る
作
業
小
屋

を
対
象
に
、
構
法
と
建
築
生
産
体
制
の
関
係
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
過
疎
化
や
漁
業
形
態
の
変

化
と
い
っ
た
地
域
特
有
の
条
件
が
、
建
物
の
か

た
ち
や
つ
く
ら
れ
方
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い

る
の
か
を
読
み
解
い
て
い
ま
す
。

　将
来
的
に
は
実
務
を
通
し
て
、
変
化
す
る
社

会
の
中
で
、
自
分
な
り
の
建
築
と
の
関
わ
り
方

を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⇦（先生自ら手を動かされた結果の某食玩シール風アイテム）
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